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Apriona japonica は、

し ることもある。

は に し、 の を後 る。

尾、 行 は日 に見られる。 

回、試験に使用 る ンプロパト ン

ル （ ：ロ ン ッド、（ ） 化学）

は、果 の の

に 用がある（ 林水 消費 全 セン

ターHP ）。 回、この ル の

木 （ ） （ 用

） 用 大を として、（ ）日本

会の 実用 試験 により、

による および

の 試験を行ったので、その概 について

る。 

 

 の  

の として られて たが、近 は

林 の 林で が 発して

いる（ 、2007 2016）。 に された は

に 化し、 は 体 に し、

から スを しながら 方向に を 長

る。 間は２ で、 長は 以上

に及 ことが られている。 は

に し、 の を後 る。 尾、

行 は 間に 発になる。 

Anoplophora malasiaca は、

ン の として られてきた（足

立、1988）が、 の ン

でも が発生している（ 、2015）。

は 近 で行 れ、 化した は を

心に る。 の が ると、 が

－  後 －
－ の に ッ

8 処理 9 処理
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－  と 処理 に け の の  

試験 は ンプロパト ン ル （上

）である。2018 23 日および 31 日に

石 において、 グ か

ら 試 を した。 した は石 林

総合研究センター林 試験場（ ）

の 条件下で試験実 で 持した。 プ

ス ッ ップ（ 面 10cm、開

12 m、高さ 8.5cm）で 体 し、後 用に 本

の の を えた。雄および 試 の体長

はそれ れ 29.6 37.0mm および 36.4 44.6mm で

あった。 

試験は 回 り し行い（第１回：2018

30 日、第２回： １日、第 回： ２日）、

区 体に対して 処理区 体を

比較した（表 １）。それ れの 体に 用の

前日から林 試験場 木 の の （

.9 12.7mm）を後 さ た。 体の を

るた に プ ス ッ ップ２ を開 で

り合 て、後 と 体を ーした（

1A）。 ップ 面に mm ド ル ットで

10 度の を開けた。 はそれ れ 前

（9:00 11:00am）に ップ 面に開けた に

ルを差し 間の した。

後に 体 を行い、処理１時間後に で、

かつ 24 時間後に回 しない 体を と 断し

た。 

た、 の２ 試験として 2019

28 日および 31 日に、同

で 試 を した。 した 体を試験実

で同 の方法で 持した。雄および 試 の体

長はそれ れ 30.7 38.2mm および 34.3 39.2mm

であった。同 に試験は 回 り し行い（第１

回：2019 29 日、第２回： 31 日、第

回： ２日）、 区 体に対して 処理区

体を比較した。それ れの 体に 用の前

日から同 木 の の （ 2.8

7.9mm）を後 さ た。 体の を るた

に タ付き プ ス ッ ップにより、後

と 体を ーした（ 1B）。 ップ 面

に mm ド ル ットで 10 度の を開け

た。 はそれ れ 前 （8:00 9:00am）

に ップ 面の に ルを差し

間の した。2018 と同 に を 断

した。 

 の  

2018 日に石 倉 で、 タ

ド から 試 を した。 した は同

の 条件下で試験実 で 持した。

プ ス ッ ップで 体 し、後 用に

本の ロ の を えた。雄および

試 の体長はそれ れ 21.8 31.4mm および 27.8

33.0mm であった。 

試験は 回 り し行い（第１回：2018

日、第２回： 日、第 回： 日）、

区 体に対して 処理区 体を比較した

（表 ２）。それ れの 体に 用の前日から

木 の ロ の （ .7 12.7mm）

を後 さ た（ 1C）。 体の 、

および の 断の方法は 2018 の

試験と同 に行った。

た、 の２ 試験として

2019 日に、同 で 試 を した。

－27－



－  と 処理 に け の の  

した 体を試験実 で同 の方法で 持した。

雄および 試 の体長はそれ れ 20.0

29.3mm および 27.8 32.1mm であった。同 に試

験は 回 り し行い（第１回：2019 10

日、第２回： 12 日、第 回： 15 日）、

区 体に対して 処理区 体を比

較した。それ れの 体に 用の前日から

木 の ロ の （ 3.9 7.3mm）を

後 さ た（ 1D）。 体の 、

および の の方法は 2019 の

試験と同 に行った。

であった（表 ２）。 た、2019 の第１ 回

処理においても 区では 率100.0％であり、

処理区の 率は 0.0％であった（表 ２）。 

で後 の に を

ると、 ちに 下 を行い、その後の

が になり、 果 定が しい。本研究にお

いて、２ 間で 31 体および

29 体に対して本 を 間の

した結果、これらの 率は 100％であった。

後、ほと どの 体は ちに になっ

たことから、 分に がかかるように る

と、 果 な が可能であ う。 
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 と

の 試験において、2018

第１回処理の 区における 試 体に対

る および 率は、それ れ 体および

100.0％であった（表 １）。対 に 処理区に

おける 試 体に対 る および 率

は、それ れ 体および 0.0％であった。この

傾向は第２回および第 回処理でも同 であった

（表 １）。 た、2019 の第１ 回処理にお

いても 区では 率 100.0％であり、 処理

区の 率は 0.0％であった（表 １）。 

の 試験において、

2018 第１回処理の 区における 試

体に対 る および 率は、それ れ

体および 100.0％であった（表 ２）。対 に

処理区における 試 体に対 る およ

び 率は、それ れ 体および 0.0％であっ

た。この傾向は第２回および第 回処理でも同
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